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学
外
者
は
事
前
の
照
会
が
必
要
で
あ
る
。
本
格
的
な
書
誌
調
査
の
公
表
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
し、
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
＊
本
稿
は
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
歴
史
史
料
と
し
て
の
古
文
書
類
の
う
ち
、
す
で
に
『
早
稲
田
大
学
所
蔵
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
』
二
冊
（
昭
和
五
三
•
五
五
年
、
吉
川
弘
文
館
刊
）
と
し
て
そ
の
全
貌
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
文
庫
―
二
、
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
」
を
除
い
た
固
書
館
収
集
分
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
年
代
は
明
治
末
年
ま
で
を
一
応
の
目
安
と
一
括
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
後
の
も
の
や
古
文
書
で
な
い
も
の
も
関
連
し
て
解
説
す
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
も
の
は
固
書
の
体
裁
を
な
さ
な
い
記
録
や
文
書
類
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
必
要
最
小
限
度
の
書
誌
的
事
項
と
簡
単
な
内
容
紹
介
を
試
み
た
い
。
な
お
、
表
題
は
必
ず
し
も
内
容
に
即
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
館
で
の
登
録
書
名
の
ま
ま
と
し
、
配
列
は
本
館
で
の
旧
分
類
別
で
あ
る
イ
ロ
ハ
順
及
び
文
庫
番
号
順
と
し
た
。
書
名
下
の
年
号
は
本
文
の
成
立
年
代
で
あ
り
、
書
写
年
代
は
（
）
で
そ
の
下
に
補
記
し
た
。
文
中
の
口
は
解
読
不
能
文
字
で
あ
る
。
本
稿
は
業
務
報
告
で
は
な
く
、
筆
者
が
折
り
に
ふ
れ
て
メ
モ
し
て
お
い
た
私
的
な
調
査
の
結
果
で
あ
り
、
従
っ
て
記
述
内
容
の
責
任
は
す
べ
て
筆
者
に
帰
す
も
の
で
あ
る
。
館
務
と
し
て
の
な
お
こ
こ
に
掲
載
し
た
史
料
は
、
本
館
の
特
別
資
料
室
の
架
蔵
で
あ
り
、
そ
の
閲
覧
•
利
用
に
つ
い
て
は
、
同
室
に
申
し
込
ま
れ
た
い。
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本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
（一）
状
案
・
詠
草
が
あ
る
。
概
報
の
み
拙
稿
「
中
原
康
雄
記
と
そ
の
紙
冊
の
紙
背
文
書
。
ほ
ぽ
五
冊
全
二
0
八
丁
に
わ
た
っ
て
書
状
・
書
本
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
「
平
田
家
資
料
」
の
中
の
「
中
原
康
雄
日
記
」
原
本
五
一
八
二
号
文
書
ほ
か
に
中
原
康
雄
記
紙
背
文
書
享
禄
五
＇
天
正
六
年
原
本
五
冊
イ
四
ー
ニ
四
七
八
(
―
-
）
秋
佛
房
宛
の
も
の
。
い
ず
れ
も
江
戸
初
期
の
書
写
と
思
わ
れ
、
原
集
に
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
録
部
分
に
つ
い
て
は
、
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
文
書
目
録
j
第
中
原
康
貞
記
紙
背
文
書
と
そ
の
紙
背
文
書
」
（
「日
本
歴
史
」
三
一
九
号
）
で
紹
介
し
て
い
る
。
当
た
り
、
中
原
康
富
の
日
記
で
あ
る
「
康
富
記
」
（
「
史
料
大
成
」
職
康
氏
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
古
文
書
・
古
記
介
し
て
い
る
。
室
町
後
期
の
公
家
の
書
状
が
中
心
で
あ
る
。
中
原
康
雄
は
前
項
の
康
貞
の
子
で
、
同
じ
く
史
局
・
外
記
局
の
職
務
を
日
蓮
書
写
建
治
元
年
（
江
戸
初
期
写
）
佛
房
村
妙
宣
寺
蔵
」
と
あ
り
、
佐
渡
国
の
妙
宣
寺
文
書
の
写
で
あ
は
七
紙
継
ぎ
で
、
六
月
一
六
日
付
け
で
佐
渡
国
こ
う
の
卿
御
前
宛
。
三
巻
め
は
前
欠
で
、
二
三
紙
継
ぎ
で
七
月
二
四
日
付
で
佐
渡
国
府
本
の
趣
を
よ
く
伝
え
て
い
る
が
、
各
所
に
誤
写
の
訂
正
筆
が
入
っ
て
い
る
。『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
」
る
。
松
平
定
信
の
蔵
書
印
「
楽
亭
文
庫
」
朱
印
が
あ
る
。
二
巻
め
未
刊
。
「
平
田
家
資
料
」
は
、
明
治
三
七
年
(
-
九
0
四
）
に
平
田
収
録
）
を
残
し
た
康
富
の
孫
で
あ
る
。
日
記
・
紙
背
文
書
と
も
に
日
蓮
聖
人
書
状
を
書
写
し
た
も
の
。
題
箋
に
は
「
佐
州
雑
太
郡
阿
一
巻
め
は
ニ
―
紙
継
ぎ
で
、
七
月
二
日
付
け
の
勢
社
佛
房
宛
の
中
原
康
貞
は
朝
廷
の
史
局
・
外
記
局
で
あ
っ
た
平
田
家
の
祖
先
に
写
本
三
巻
ハ
四
ー
三一
五一
た
っ
て
書
状
・
書
状
案
が
あ
る
。
概
報
の
み
拙
稿
「
中
原
康
雄
記
勤
め
て
い
る
。
原
康
貞
日
記
」
原
本
一
冊
の
紙
背
文
書
。
ほ
ぼ
全
二
八
丁
に
わ
朝
廷
の
書
記
官
で
あ
っ
た
「
平
田
家
資
料
」
の
中
に
あ
る
「
中
永
正
一
O
'
太
水
六
年
原
本
一
冊
イ
四
ー
ニ
四
七
八
（
六
）
未
刊
で
あ
る
が
、
紙
背
文
書
の
一
部
に
つ
い
て
は
上
記
拙
稿
で
紹
背
文
書
」
（
「日
本
歴
史
j
三一
九
号
）
で
報
告
し
て
い
る
。
日
記
は
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禅
宗
済
家
鎌
倉
五
山
円
覚
寺
本
末
牒
瑞
鹿
山
円
覚
寺
」
と
あ
り
、
奥
書
に
「
本
山
円
覚
寺
現
住
円
幹
延
享
二
年
(-
七
四
五）
乙
丑
閏
十
二
月
」
と
あ
る
。
表
題
は
本
館
収
蔵
後
に
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
鎌
倉
五
山
の
―
つ
で
あ
る
円
覚
寺
で
、
本
山
以
下
全
国
の
末
寺
二
九
六
ケ
寺
の
寺
領
石
高
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
大
冊
で
あ
り
各
所
に
加
筆
や
付
箋
が
貼
ら
れ
、
写
や
控
え
で
は
な
く
長
期
に
わ
た
っ
て
実
際
に
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
太
秦
広
隆
寺
資
財
帳
奥
書
に
「
天
保
五
年
(-
八
三
四
）
九
月
宝
静
模
写
」
と
あ
る
。
「
広
隆
寺
縁
起
資
財
帳
」
と
「
資
財
物
交
替
実
録
帳
」
の
二
帳
を
摸
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
旧
蔵
者
印
は
な
い
。
内
容
は
と
も
に
平
安
初
期
の
広
隆
寺
の
財
産
目
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
前
者
を
初
帳
、
後
者
を
後
帳
と
い
う
。
初
帳
の
奥
書
ま
で
摸
写
し
て
あ
る
が
、
朱
印
は
一
個
の
み
を
写
す
に
と
ど
ま
る
。
原
本
は
広
隆
寺
所
蔵
で
国
宝
。
本
文
は
『続
群
書
類
従
』
釈
家
部
、
『平
安
遺
貞
観
一
五
年
（天
保
五
年
写
）
写
本
一巻
ハ
四
ー
一
―
ニ
―
原
題
箋
に
「
鎌
倉
五
山
第
二
本
山
延
享
二
年
原
本
一
冊
ハ
四
ー
七
六
七
1
0
月
勅
封
倉
の
開
封
に
至
る
ま
で
の
正
倉
院
開
封
之
記
」
。
以
下
、
慶
長
一
七
年
(
-
六―
二
）
以
降
、
行
所
薬
師
院
」
よ
り
始
ま
り
、
第
二
冊
め
は
「
天
正
•
慶
長
年
間
天
保
四
年
原
本
四
三
冊
ハ
四
ー
'-三
一七
一
結
弟
子
等
敬
白
」
の
年
記
を
も
つ
諷
誦
願
文
一
通
と
、
奥
書
を
欠
く
唐
招
提
寺
諸
衆
和
合
の
願
文
一
通
の
写
。
明
治
三
八
年
(-
九
0
五
）
に
本
館
初
代
館
長
市
島
春
城
ら
が
企
画
し
た
『
国
書
刊
行
会
叢
書
』
の
草
稿
本
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
未
刊
で
あ
る
。
内
容
は
と
も
に
唐
招
提
寺
念
仏
衆
僧
の
願
文
で
あ
り
、
原
本
は
唐
招
提
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東
大
寺
薬
師
院
文
書
緒
言
、
奥
書
と
も
に
な
し
。
蔵
書
印
「
不
空
庵
文
庫
」
黒
印
が
（ママ）
あ
る
。
第
一
冊
め
の
「
続
日
本
記
寺
社
要
弁
草
案
造
東
大
寺
執
天
保
四
年
(
-
八
三
三
）
正
倉
院
宝
物
改
め
記
録
の
写
。
最
終
冊
の
奥
書
に
は
「
天
保
四
年
奥
書
に
「
建
長
六
年
(―二
五
四
）
九
月
十
九
日
建
長
六
年
（
明
治
末
年
写
）
諷
誦
願
文
文
』
ほ
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
写
本
一
冊
ハ
四
—
―
―
九
三
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本
文
に
「
御
供
養
券
白
米
弐
升
法
隆
寺
供
養
券
井
戸
上
ナ
ヲ
」
と
あ
り
、
大
き
さ
縦
―
四
x横
四
、
五
セ
ン
チ
の
紙
片
一
枚
。
上
部
に
「
法
隆
寺
村
役
場
」
朱
印
の
割
印
が
あ
り
、
下
部
に
「
楳
林
堂
今
村
甚
吉
」
の
朱
判
を
押
す
。
明
治
中
期
以
降
の
も
の
と
思
わ
れ
、
法
隆
寺
村
の
井
戸
上
ナ
ヲ
が
先
祖
の
供
養
墓
参
に
際
し
て
商
人
よ
り
米
二
升
を
入
手
し
た
際
の
役
場
の
証
明
証
と
思
わ
れ
る
。
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
（一）
明
治
中
期
原
本
一
葉
ハ
四
ー
三
七
六
三
に
至
る
江
戸
幕
府
の
領
知
書
付
写
。
興
福
寺
領
•
春
日
社
領
の
安
元
和
三
＇貞享
二
年
写
本
一
冊
ハ
四
ー
三
二
三
六
興
福
寺
春
日
神
社
所
領
目
録
和
三
年
(
-
六
一
七
）
七
月
か
ら
貞
享
二
年
(-
六
八
五
）
六
月
付
堵
目
録
、
年
未
詳
の
一
乗
院
門
跡
以
下
の
寺
領
知
行
村
の
書
上
、
草
創
の
年
号
由
来
の
事
、
興
福
寺
諸
会
式
の
事
の
四
種
が
書
写
収
録
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
•
蔵
書
印
な
し
。
江
戸
中
期
以
降
の
横
半
帳
の
写
本
。
元
封
に
際
し
て
の
故
実
調
べ
の
記
録
と
思
わ
れ
る
。
東
大
寺
三
綱
所
之
記
」
と
あ
る
。
全
体
が
天
保
四
年
の
正
倉
院
開
元
仲
春
若
狭
国
明
通
寺
文
書
寛
弘
三
年
(J
O
O
六
）
五
月
二
六
日
付
の
一
条
天
皇
綸
旨
写
か
ら
、
文
政
三
年
(-
八
二
0
)
明
通
寺
口
上
書
覚
案
ま
で
の
二
六
通
。
案
文
や
写
は
四
点
と
少
な
く
、
ほ
か
は
中
世
後
期
の
原
本
で
あ
る
。
現
状
は
未
表
装
で
簡
単
な
裏
打
ち
が
施
さ
れ
た
ま
ま
の
原
形
を
保
っ
て
い
る
。
地
域
領
主
の
支
配
文
書
は
皆
無
で
あ
り
、
本
山
関
係
、
諸
行
事
次
第
・
勧
進
状
・
置
文
・
譲
状
な
ど
、
寺
内
二
年
(
-
五
五
六
）
の
「
梵
鐘
勧
進
入
用
下
行
帳
」
は
詳
細
記
録
で
内
容
が
注
目
さ
れ
る
。
明
通
寺
は
真
言
宗
で
福
井
県
小
浜
市
門
前
に
あ
る
古
刹
。
『
小
浜
市
史
」（
社
寺
文
書
編
）
に
同
寺
お
よ
び
他
箇
所
所
蔵
分
と
と
も
に
収
録
。『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
」
（
古
文
書
集
二
）
に
所
載
。
太
秦
広
隆
寺
資
財
帳
巻
首
別
紙
に
「
原
狩
谷
望
之
所
蔵
、
近
日
帰
余
挿
架
、
慶
応
紀
横
山
由
清
」
と
あ
り
、
巻
頭
に
横
山
氏
の
「
都
岐
乃
貞
観
一
五
年
（
天
保
四
年
写
）
写
本
一
巻
ハ
四
ー
五
六
六
〇
経
営
な
い
し
寺
僧
に
関
す
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
と
り
わ
け
弘
治
寛
弘
三
＇文政
三
年
原
本
ほ
か
二
六
通
ハ
四
ー
四
四
二
九
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建
部
氏
は
幕
府
右
筆
を
勤
め
た
昌
興
(-
五
八
0
，
一
六
五
五
）
と
後
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
0
年
(
-
九
〇
七
）
に
市
島
謙
家
の
為
経
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
書
写
年
代
は
そ
れ
よ
り
や
や
る
の
で
、
そ
の
頃
に
上
冷
泉
家
の
当
主
で
あ
っ
た
為
網
か
下
冷
泉
建
部
消
息
江
戸
初
期
（
江
戸
後
期
写）
思
わ
れ
、
年
未
詳
の
五
通
の
書
状
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
八
月
二
七
日
付
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
書
道
の
手
本
と
し
て
の
消
写
本
一
冊
．ヘ一
0
|
―六
0
三
後
守
は
後
に
若
年
寄
と
な
っ
た
駿
河
田
中
城
主
の
太
田
資
直
と
思
判
し
て
い
る
。
識
語
・
蔵
書
印
等
は
な
い
。
屋
」
蔵
書
印
が
あ
る
。
巻
末
に
は
天
保
四
年
(
-
八
＿二三）
夏
一
本
文
の
書
写
も
奥
書
と
同
筆
で
あ
り
、
「
広
隆
寺
縁
起
資
財
帳
」
東
大
寺
納
所
諸
講
問
布
施
書
上
―
二
月
＇
明
治
三
年
(-
八
七
O
)
だ
も
の
。
各
年
ご
と
に
一
年
分
三
l
四
紙
で
講
問
別
に
布
施
米
銀
の
数
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。
年
預
五
師
ほ
か
が
受
け
取
り
の
花
押
を
書
い
た
後
、
最
後
に
集
計
が
な
さ
れ
、
納
所
得
業
僧
が
署
名
署
和
十
年
(-
六
二
四
）
正
月
二
十
二
日
書
之
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
自
体
は
江
戸
後
期
の
写
と
思
わ
れ
る
。
巻
頭
に
屋
代
弘
賢
の
「
不
忍
文
庫
」
蔵
書
印
、
巻
末
に
「
山
甲
光
方
所
持
也
」
の
識
語
が
あ
江
戸
中
期
奥
書
•
蔵
書
印
な
ど
な
く
、
本
文
は
す
べ
て
冷
泉
前
中
納
言
か
ら
太
田
備
後
守
宛
の
消
息
。
ニ
ニ
通
が
同
筆
の
写
で
あ
り
、
筆
跡
ど
の
案
内
文
。
い
ず
れ
も
短
期
日
に
お
け
る
往
復
書
簡
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
す
べ
て
の
書
状
に
花
押
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
冷
泉
前
中
納
言
の
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
宛
名
の
太
田
備
わ
れ
、
寛
文
―
二
年
(-
六
七
二）
に
備
後
守
に
任
じ
ら
れ
て
い
は
定
家
様
の
特
徴
を
伝
え
て
い
る
。
時
候
の
挨
拶
状
ほ
か
歌
会
な
二
月
に
至
る
東
大
寺
諸
講
問
に
際
し
て
の
布
施
書
上
を
張
り
継
い
慶
応
三
年
(-
八
六
七
殿
応
三
年
原
本
一巻
ハ
四
ー
六
一
八
一
冷
泉
前
中
納
言
消
息
集
て
丁
寧
に
写
し
て
い
る
。
原
本
は
広
隆
寺
所
蔵
で
国
宝
で
あ
る
。
る
。
と
「
資
財
物
交
替
実
録
帳
」
の
二
巻
を
罫
線
・
朱
印
影
も
ふ
く
め
八
日
付
の
狩
谷
望
之
（液
斎）
の
四
四
行
の
考
証
識
語
が
あ
る
。
写
本
一
冊
へ一
0
|
―
七
八
一
息
文
で
あ
り
、
内
容
は
創
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
奥
書
に
「
元
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あ
っ
て
年
月
は
な
い
。
奥
書
は
同
筆
で
「
寛
永
八
年
五
月
十
六
日
（
一
七
六
九
）
に
書
か
れ
た
佐
賀
鍋
島
藩
士
武
富
氏
の
先
祖
由
緒
心
得
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
後
部
に
「
賢
文
在
判
」
と
の
み
全
六
巻
の
う
ち
五
巻
ま
で
が
書
簡
集
。
第
六
巻
の
み
明
和
六
年
書
は
大
判
九
丁
の
写
本
で
あ
り
、
―ニ
カ
条
に
わ
た
っ
て
書
道
の
る
。
三
男
昌
典
は
幕
府
の
右
筆
と
な
り
、
御
家
流
を
広
め
た
。
本
明
治
後
期
名
家
手
翰
原
本
六
巻
チ
六
ー
ニ
ニ
三
な
っ
た
。
六
角
氏
の
没
落
後
秀
吉
に
招
か
れ
書
家
と
し
て
活
躍
す
だ
能
書
家
で
、
初
め
近
江
の
六
角
承
禎
に
仕
え
箕
作
城
の
城
代
と
建
部
賢
文
(-
五
二
ニ
ー
九
0
)
は
、
幼
時
か
ら
青
蓮
院
で
学
ん
下
、
慶
安
元
年
(
-
六
五
一
）
松
平
越
前
守
宛
徳
川
家
光
一
字
書
本
」
の
草
稿
。『
続
々
群
書
類
従
」
建
部
氏
書
訣
織
豊
期
（江
戸
後
期
写
）
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
(
-
)
が
あ
る
。
正
中
元
年
(
-
三
二
四
）
）
七
月
一
八
日
付
け
某
令
旨
以
出
状
ま
で
、
鎌
倉
•
南
北
朝
期
の
文
書
を
中
心
に
諸
所
の
文
書
約
五
0
点
が
写
さ
れ
て
い
る
。
写
本
一
冊
チ
六
ー
一〇
七
0
文
書
の
写
が
入
っ
て
い
る
。
屋
代
弘
賢
の
「
不
忍
文
庫
」
蔵
書
印
1
0巻
（教
育
部
）
に
採
録
。
の
。
内
容
は
書
画
·
詠
歌
・
序
文
·
奥
書
•
聖
教
に
混
じ
っ
て
古
は
書
簡
用
例
と
し
て
の
手
本
を
集
め
た
も
の
。
「
国
書
刊
行
会
字
な
ど
の
一
枚
物
約
一
三
0
枚
を
雁
皮
紙
に
写
し
て
仮
綴
し
た
も
息
往
来
」
を
収
め
る
。
往
来
物
は
庶
民
の
教
科
書
で
あ
り
、
本
書
原
題
箋
に
「
屋
代
弘
賢
慕
平
往
来
」
二
＿
―-
通
、
お
よ
び
「
商
売
往
来
」
・
「
諸
職
往
来
」
・
「
消
名
家
籠
蹟
」
と
あ
る
。
影
写
、
籠
二
年
(
-
l
七
七
）
―一
月
九
日
付
の
白
山
神
輿
振
牒
状
ほ
か
の
「
源
正
中
元
年
＇
慶
安
元
年
（書
写
年
代
未
詳
）
影
写
本
一
綴
チ
六
ー
一
―
二
九
名
家
筆
跡
通
称
さ
れ
て
い
る
「
京
都
往
来
」
・
「
江
戸
往
来
」
以
下
、
安
元
討
の
余
地
が
多
い
。
往
来
書
写
本
一
冊
ヘ
loー
七
三
二
九
書
法
定
書
を
写
し
た
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
内
容
も
ふ
く
め
て
検
安
元
三
年
（明
治
後
期
写
）
吉
館
冗
長
が
寄
贈
し
た
も
の
。
書
之
偉
兵
衛
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
自
体
が
写
し
で
あ
る
。
本
書
の
体
裁
は
、
寛
永
八
年
(
-
六
三
一
）
に
偉
右
衛
門
昌
興
が
父
の
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江
戸
後
期
に
は
文
政
戊
子
(
-
八
二
八
）
二
月
、
備
州
藩
尾
関
勝
清
筆
の
「
送
水
戸
藩
御
天
荘
司
君
序
」
ほ
か
二
通
の
漢
文
体
序
文
を
収
録
。
ニ
巻
め
に
は
熊
山
保
•
松
翁
の
年
未
詳
の
健
斎
宛
書
簡
の
ほ
か
、
庄
三
巻
と
も
同
じ
装
丁
の
巻
物
。
奥
書
•
蔵
書
印
な
し
。
名
家
遺
墨
一
巻
め
原
杢
二
巻
チ
六
ー
一三
六
三
名
文
字
で
薄
墨
の
達
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。、
習
字
の
手
習
い
手
原
本
二
冊
チ
六
ー
一
三
九
四
井
錦
城
・
山
田
愛
川
・
旗
野
政
一
郎
・
巽
来
治
郎
・
幸
田
成
行
本
様
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
松
花
堂
昭
乗
と
の
題
箋
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
書
。
書
簡
集
に
は
三
六
通
が
収
録
さ
れ
、
高
田
早
苗
•
市
島
春
城
あ
て
の
諸
氏
書
簡
の
ほ
か
、
小
野
湖
山
・
松
岡
訓
•
萩
野
由
之
ら
の
塩
田
先
生
（
経
歴
未
詳
）
宛
の
も
の
が
多
い
。
奥
書
•
蔵
書
印
な
し
。
後
補
峡
の
題
箋
注
記
に
「
加
藤
千
蔭
旧
蔵
本
」
と
あ
る
。
本
文
は
書
簡
•
消
息
約
二
0
通
の
写
で
あ
る
が
、
禅
ら
の
送
文
。
三
巻
め
は
健
斎
先
生
宛
の
斎
藤
順
治
•
関
口
寛
ほ
か
の
漢
文
体
書
簡
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
庄
司
健
斎
に
関
連
し
て
お
り
、
健
斎
は
水
戸
の
儒
学
者
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
、
次
項
の
「
諸
家
箪
跡
」
の
う
ち
下
冊
は
装
丁
が
本
巻
の
蔵
書
印
「
双
魚
堂
文
庫
」
。
上
冊
は
明
治
三
八
年
(
-
九
0
五）
刊
行
開
始
の
「
国
書
刊
行
会
叢
書
」
関
係
の
書
目
控
、
お
よ
び
編
纂
覚
書
と
市
島
宛
の
関
連
書
簡
。
伊
原
青
々
園
•
横
井
時
冬
•
中
成
友
•
関
根
正
直
•
三
上
参
次
等
の
書
簡
。
下
冊
は
国
書
刊
行
会
関
係
者
か
ら
市
島
宛
へ
の
書
簡
封
書
の
み
の
貼
込
帳
。
名
流
書
翰
江
戸
中
期
大
小
二
冊
の
貼
込
帖
。
下
冊
に
「
双
魚
堂
文
庫
」
朱
印
が
あ
る
。
署
名
・
宛
名
・
年
記
の
あ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
各
消
息
は
仮
後
補
峡
の
題
箋
注
記
に
「
市
嶋
謙
吉
貼
込
帳
」
と
あ
る
。
市
島
明
治
後
期
諸
家
筆
跡
原
本
二
冊
チ
六
ー
一
三
八
四
松
花
堂
昭
乗
翁
筆
消
息
江
戸
初
期
写
本
一
冊
（
書
写
年
代
未
詳
）
チ
六
l
―
ニ
ニ
七
と
お
な
じ
で
、
内
容
も
庄
司
健
斎
に
関
す
る
漢
詩
文
で
あ
る
。
明
の
詩
稿
や
文
献
考
証
稿
も
混
っ
て
い
る
。
一
部
に
筆
者
不
司
健
斎
に
対
す
る
鈴
木
尋
•
木
田
恒
•
松
本
政
秀
•
正
快
道
人
如
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佐
久
間
象
山
手
翰
江
戸
後
期
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
(
-
)
名
部
分
に
は
「
大
星
拝
」
と
あ
り
、
宛
名
は
棲
鸞
仁
友
と
あ
る
。
本
紙
は
縦
一
七
、
五
x横
二
九
、
五
セ
ン
チ
。
年
記
は
な
く
署
最
後
部
の
六
点
が
案
文
の
ほ
か
は
原
本
。
そ
の
花
押
か
ら
三
名
の
旧
蔵
者
未
詳
。
巻
子
に
二
二
通
の
書
状
・
書
状
案
を
収
め
る
。
原
本
一
軸
チ
六
ー
ニ―
八
〇
消
息
集
江
戸
初
期
原
本
一
巻
チ
六
ー
ニ
四
六
五
て
あ
る
。
蔵
書
印
・
奥
書
は
な
く
、
題
箋
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
。
茂
宛
の
智
教
、
岩
園
宛
の
希
烈
、
奥
田
宛
の
一
諦
書
状
を
収
め
る
。
室
町
幕
府
御
内
人
と
な
っ
た
伊
勢
家
歴
代
の
花
押
、
さ
ら
に
鞍
大
工
伊
勢
氏
の
一
族
で
あ
る
松
村
為
俊
の
花
押
ま
で
が
切
り
貼
り
し
口
出
雲
守
宛
の
幡
随
院
百
碩
、
田
中
元
太
郎
宛
の
長
老
、
米
村
観
下
、
何
れ
も
年
未
詳
で
あ
る
が
、
増
上
寺
宛
の
知
恩
院
雄
誉
、
溝
鞍
大
工
の
元
祖
伊
勢
貞
長
(-三
六
三
I
―
四
三
四
）
か
ら
は
じ
め
て
、
四
0
)
五
月
日
付
空
樹
の
書
簡
風
識
語
は
後
世
の
創
作
物
。
以
氏
関
係
の
花
押
を
書
写
し
た
紙
片
が
貼
り
付
け
て
あ
る
。
対
象
は
い
。
原
題
箋
に
「
名
僧
手
簡
」
と
あ
る
。
巻
初
の
暦
応
三
年
本
書
は
木
版
で
枠
ど
り
し
た
料
紙
―
0
丁
に
わ
た
っ
て
、
伊
勢
七
通
の
小
翰
を
一
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
相
互
に
関
連
性
は
な
上
冊
に
は
四
辻
黄
門
宛
の
公
家
書
簡
ほ
か
の
―
二
通
と
、
宝
永
四
伊
勢
家
花
押
譜
江
戸
中
期
稿
本
一
冊
チ
六
ー
一
六
七
一
名
僧
手
簡
原
本
一
巻
チ
六
ー
ニ
四
三
二
け
尾
崎
縫
殿
頭
・
大
和
守
宛
の
広
橋
伊
光
書
簡
が
多
い
。
る
。
ぽ
上
冊
と
同
じ
で
あ
り
、
公
家
書
簡
七
通
を
収
録
す
る
。
と
り
わ
の
可
能
性
も
あ
り
、
象
山
の
書
簡
か
否
か
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
な
ど
近
親
者
の
用
状
。
下
冊
は
や
や
小
冊
で
あ
る
が
、
内
容
は
ほ
江
戸
幕
末
の
思
想
家
。
信
濃
松
代
藩
士
で
江
戸
で
家
塾
を
開
き
、
勝
海
舟
•
吉
田
松
陰
ら
を
育
て
る
。
署
名
の
「
大
星
」
は
別
読
み
江
戸
中
期
＇
明
治
初
期
の
連
句
写
を
収
録
。
書
簡
は
九
条
輔
実
・
中
院
通
茂
・
広
橋
伊
光
年
(-
七
0
七
）
四
月
二
四
日
付
け
の
公
宴
月
次
御
会
百
首
ほ
か
作
浄
写
呈
覧
」
な
ど
短
文
。
佐
久
間
象
山
(
-
八―
一
＇
六
四
）
は
後
筆
の
軸
題
箋
に
「
佐
久
間
象
山
手
翰
」
と
あ
る
。
内
容
は
「
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本
巻
は
田
中
光
顕
の
寄
贈
で
あ
る
。
天
保
六
年
(
-
八
三
五
）
に
致
仕
し
、
私
塾
を
開
い
て
多
く
の
弟
勤
め
た
。
経
世
的
儒
者
・
医
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
著
書
も
多
い
。
は
鵬
卿
・
愚
亭
と
号
し
、
豊
後
日
出
藩
の
執
政
の
出
身
で
家
老
も
ち
一
通
に
は
「
自
分
結
婚
日
限
定
ま
り
次
第
」
と
み
え
て
い
る
。
る
。
年
未
詳
な
が
ら
六
通
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
書
簡
と
思
わ
れ
、
う
し
。
署
名
は
草
書
で
難
読
、
宛
名
は
加
藤
堅
吾
ほ
か
で
、
内
容
は
葉
山
・
沼
津
用
邸
か
ら
の
用
状
で
、
全
通
の
封
筒
も
完
備
し
て
い
原
題
箋
無
題
。
同
箪
書
状
三
通
を
収
め
る
。
奥
書
•
蔵
書
印
な
チ
六
ー
三
八
五
六
原
本
一
巻
皇
太
子
殿
下
御
書
大
正
天
皇
が
皇
太
子
時
代
の
直
筆
の
書
簡
六
通
。
署
名
は
「
嘉
仁
」
、
宛
名
は
す
べ
て
「
田
中
宮
内
大
臣
」
で
あ
り
、
田
中
光
顕
。
明
治
末
期
原
本
一
巻
チ
六
ー
三
七
六
八
通
収
録
さ
れ
て
い
る
。
者
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
も
慶
長
期
と
推
定
さ
れ
る
。
内
容
は
贈
答
の
礼
状
ほ
か
日
常
的
な
書
状
で
あ
る
。
大
藤
確
が
臨
写
し
た
旨
の
識
語
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
す
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
巻
末
に
は
明
治
二
三
年
(
-
八
九
0
)
に
べ
て
本
吉
氏
宛
の
豊
山
の
書
簡
で
あ
り
、
長
文
の
も
の
が
約
四
〇
帆
足
萬
里
書
翰
江
戸
中
期
自
然
科
学
に
関
す
る
質
疑
。
帆
足
萬
里
(
-
七
七
八
'
-
八
五
二
）
府
で
家
康
に
謁
し
千
石
を
拝
領
し
た
。
ほ
か
の
二
筆
も
彼
の
近
親
者
と
な
り
、
教
育
と
著
作
に
励
む
。
本
書
は
市
島
謙
吉
元
館
長
よ
野
郷
で
四
0
0
石
を
与
え
ら
れ
た
。
慶
長
五
年
(
-
六
0
0
)、
駿
で
古
賀
精
里
ら
に
学
ぶ
。
後
に
播
磨
本
多
家
・
前
橋
松
平
家
の
儒
細
川
幽
斎
の
推
挙
に
よ
っ
て
父
と
と
も
に
秀
吉
に
仕
え
、
伊
勢
飯
で
、
は
じ
め
織
田
信
雄
に
仕
え
た
が
、
文
禄
四
年
(-
五
九
五
）
、
書
状
に
分
け
ら
れ
る
が
、
曽
我
尚
祐
(
-
五
五
八
＇
一
六
二
六
）
の
も
の
が
八
点
と
も
っ
と
も
多
い
。
曽
我
尚
祐
は
織
豊
期
の
有
職
家
豊
山
長
野
先
生
手
翰
長
野
豊
山
(
-
七
八
三
＇
一
八
三
七
）
は
、
江
戸
後
期
の
儒
学
者
。
一
九
歳
で
中
井
竹
山
の
門
に
入
り
、
さ
ら
に
江
戸
に
出
て
昌
平
羮
江
戸
後
期
（
明
治
二
三
年
写
）
写
本
一
冊
チ
六
ー
三
八
ニ
―
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本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
(
-
)
て
の
も
の
が
目
立
っ
て
お
り
、
池
尻
泰
温
•
市
川
米
庵
•
真
田
信
一
点
の
み
年
未
詳
九
月
で
あ
り
、
う
ち
一
0
点
が
書
画
で
あ
り
、
残
り
が
書
簡
で
あ
る
。
作
も
多
い
。
終
生
、
民
間
学
者
と
し
て
最
後
は
牢
中
で
病
死
し
た
。
特
大
な
貼
込
帖
の
一
頁
に
平
均
二
通
の
書
簡
・
漢
詩
・
文
人
ン
ダ
語
を
学
び
薬
物
の
研
究
を
し
た
。
著
作
は
本
草
学
の
ほ
か
戯
名
家
書
翰
帖
原
本
一
冊
チ
六
ー
三
八
六
二
本
草
学
者
・
戯
作
者
で
名
は
国
倫
。
讃
岐
か
ら
江
戸
に
出
て
オ
ラ
内
」
を
切
り
貼
り
し
て
あ
る
。
平
賀
源
内
(
-
七
二
六
＇
七
九
）
は
巻
頭
に
包
紙
上
書
の
宛
名
・
署
名
部
分
「
栗
山
孝
庵
様
平
賀
源
蘭
堂
を
主
宰
し
宇
田
川
玄
真
ら
を
育
て
る
。
内
容
は
ニ
ヶ
条
に
わ
と
あ
り
、
箱
蓋
裏
書
に
は
「
藤
波
文
庫
」
の
墨
書
が
あ
る
。
本
文
蘭
学
者
・
医
者
。
名
は
茂
質
、
字
名
は
子
換
、
磐
水
と
号
す
。
芝
原
本
一
巻
チ
六
ー
三
八
七
二
未
表
装
で
、
折
封
上
書
き
に
「
中
沢
様
子
を
育
て
た
。
大
槻
玄
澤
書
簡
た
る
用
状
で
あ
る
。
江
戸
後
期
江
戸
中
期
＇
明
治
期
玄
澤
」
と
あ
る
。
年
未
詳
の
一
0
月
二
八
日
付
で
、
宛
名
の
中
沢
氏
に
つ
い
て
は
中
沢
仲
澤
と
の
後
注
が
あ
る
。
大
槻
玄
澤
(-
七
五
七
'
-
八
二
七
）
は
、
画
・
書
な
ど
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
総
点
数
は
約
五
0
点
一
日
付
の
足
利
義
晴
書
状
が
あ
り
、
小
切
紙
で
宛
名
は
久
我
殿
と
な
っ
て
い
る
。
原
本
か
写
し
か
の
判
断
に
迷
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
江
戸
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
る
ほ
か
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
原
本
一
通
チ
六
ー
三
八
六
一
宛
名
は
加
藤
又
右
衛
門
・
立
原
翠
軒
宛
の
も
の
が
各
数
通
ず
つ
あ
平
賀
源
内
尺
贖
江
戸
中
期
蔵
書
印
や
識
語
は
な
い
が
、
原
題
箋
に
は
「
平
賀
源
内
尺
贖
」
本
状
は
親
密
な
関
係
者
と
思
わ
れ
る
栗
山
氏
宛
に
一
0
月
三
0
日
付
で
、
絵
画
•
製
陶
・
綿
羊
な
ど
に
つ
い
て
三
カ
条
の
長
文
を
認
め
た
も
の
。
る
。
明
治
期
と
思
わ
れ
る
書
簡
も
一
0
通
前
後
あ
り
、
こ
れ
ら
の
濃
守
・
武
田
信
明
・
屋
代
弘
賢
・
小
野
湖
山
ら
の
も
の
が
み
ら
れ
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書
い
て
い
る
。
各
巻
と
も
に
当
代
の
著
名
な
文
人
・
学
者
の
書
簡
者
。
名
は
玄
珠
、
字
は
子
玉
、
通
称
源
五
兵
衛
。
水
戸
藩
侍
講
と
長
久
保
赤
水
(
-
七
一
七
＇
一
八
0
-
）
は
、
江
戸
中
期
の
地
理
学
原
本
一
通
チ
六
ー
三
八
八
三
翰
墨
遺
芳
原
本
五
冊
チ
六
ー
三
八
七
五
さ
れ
た
。
内
容
は
年
未
詳
二
月
七
日
付
け
で
大
野
侍
従
と
の
面
談
第
五
巻
に
収
録
。
の
役
人
と
な
り
、
じ
、
立
憲
改
進
党
な
ら
び
に
東
京
専
門
学
校
の
設
立
に
参
画
す
る
。
江
戸
中
期
＇
後
期
江
戸
後
期
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
簡
一
六
九
通
を
貼
込
ん
だ
折
本
五
冊
。
各
巻
の
序
文
を
広
瀬
淡
窓
が
書
き
、
題
辞
を
市
河
米
庵
が
の
み
を
収
め
て
あ
る
。
小
型
の
貼
込
帳
に
し
た
た
め
書
簡
の
天
地
左
右
が
か
な
り
切
断
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
に
谷
文
見
・
村
田
春
穀
堂
ほ
か
、
第
三
巻
に
新
井
白
石
•
亀
田
鵬
斎
ほ
か
、
第
四
巻
に
与
謝
蕪
村
・
式
亭
三
馬
・
尾
藤
二
洲
ほ
か
、
第
五
巻
に
本
居
宣
金
地
院
崇
伝
書
状
江
戸
初
期
折
封
う
わ
書
に
「
大
野
侍
従
自
署
ら
し
き
文
字
が
見
え
る
が
難
読
で
あ
る
。
崇
偲
(
-
五
六
九
ー
一
六
三
三
）
は
臨
済
禅
僧
で
、
徳
川
家
康
に
仕
え
て
幕
府
の
外
交
文
書
な
ど
を
起
草
し
た
。
元
和
四
年
(
-
六
一
八
）
、
江
戸
芝
に
金
地
院
を
開
き
、
寛
永
三
年
(
-
六
二
六
）
に
円
照
本
光
国
師
号
を
賜
っ
た
。
幕
政
の
枢
機
に
も
か
か
わ
り
「
黒
衣
の
宰
相
」
と
称
の
連
絡
を
と
っ
た
も
の
。
長
久
保
赤
水
書
翰
江
戸
中
期
備
中
の
書
籍
の
現
況
な
ど
を
報
告
し
て
い
る
。
『
小
野
梓
全
集
」
な
が
ら
長
文
で
党
務
や
学
校
・
洋
書
販
売
会
社
東
洋
館
・
出
版
準
）
八
月
二
八
日
付
で
大
隈
重
信
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
小
紙
同
一
九
年
三
五
オ
で
病
死
す
る
。
本
状
は
同
一
六
年
(
-
八
八
国
師
」
と
あ
る
。
花
押
の
上
に
―
四
年
に
官
を
辞
し
て
大
隈
重
信
の
も
と
に
参
原
本
一
通
チ
六
ー
三
八
七
八
年
(
-
八
七
一）
、
米
国
に
遊
学
し
法
律
を
学
ぶ
。
同
九
年
司
法
省
長
・
滝
沢
馬
琴
・
大
田
南
畝
ほ
か
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
小
野
梓
(
-
八
五
二
，
八
六
）
は
明
治
中
期
の
政
治
家
。
明
治
四
明
治
一
六
年
小
野
梓
書
簡
原
本
一
巻
チ
六
ー
三
八
七
四
海
・
屋
代
弘
賢
ほ
か
、
第
二
巻
に
柴
野
栗
山
・
北
村
季
文
・
古
賀
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荒
木
田
尚
賢
と
い
い
伊
勢
内
宮
の
神
官
で
あ
り
、
賀
茂
真
淵
の
門
内
」
の
み
と
あ
る
。
宛
名
の
雅
楽
は
蓬
莱
雅
楽
の
こ
と
で
、
名
を
も
残
っ
て
お
り
、
年
月
未
詳
一
七
日
付
け
の
雅
楽
宛
書
状
。
署
名
に
は
単
に
「
源
一
・
ニ
点
の
み
の
人
も
数
人
存
在
す
る
。
大
部
分
の
も
の
に
封
筒
ど
の
書
写
を
依
頼
し
た
も
の
。
名
家
書
簡
集
江
戸
中
期
l
明
治
期
名
古
屋
の
南
胃
腸
病
院
長
で
あ
っ
た
南
大
曹
博
士
の
収
集
し
た
期
に
至
る
書
簡
集
成
。『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
創
刊
号
に
全
書
簡
の
目
録
と
、
人
名
索
引
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
平
賀
源
内
書
翰
江
戸
中
期
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
(
-
)
原
本
一
軸
チ
六
ー
三
八
九
二
に
入
り
国
学
を
修
め
、
尊
皇
思
想
を
鼓
舞
し
、
天
明
八
年
(
-
七
八
八
）
に
五
0
歳
で
没
し
て
い
る
。
軸
装
に
際
し
て
余
白
の
天
地
る
こ
と
か
ら
、
年
代
推
定
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
。
非
常
に
達
筆
で
丁
重
に
書
か
れ
た
書
状
で
あ
る
。
集
。
全
一
五
二
通
が
五
十
音
順
で
三一
巻
に
整
理
さ
れ
、
六
箱
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
桂
公
伝
記
編
纂
所
が
作
製
し
た
目
次
を
中
心
に
、
ほ
ぼ
明
治
の
全
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
宛
名
は
ほ
と
ん
ど
が
桂
宛
で
あ
る
。
差
出
人
は
伊
藤
博
文
•
井
上
毅
•
山
県
有
朋
ほ
か
明
治
政
府
の
要
人
の
も
の
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
緒
に
貼
り
込
ん
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
の
目
録
第
三
集
『桂
太
郎
関
係
文
書
目
録
』
に
収
録
一
冊
と
釈
文
二
冊
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
三
0
年
代
の
も
の
末
維
新
当
時
の
著
名
人
の
も
の
を
中
心
に
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
に
及
ぶ
。
昭
和
二
六
年
(-
九
五
一
）
、
本
館
の
所
蔵
と
な
る
。
幕
付
す
。
所
収
の
「
名
家
」
は
八
四
四
名
で
総
点
数
約
一
七
0
0
通
明
治
期
の
政
治
家
桂
太
郎
(-
八
四
七
＇
一
九
l
三）
宛
の
書
簡
書
簡
集
。
全
三
0
0巻
一
軸
二
帖
に
解
説
二
四
袋
と
索
引
七
冊
を
明
治
期
桂
太
郎
旧
蔵
諸
家
書
翰
原
本
三一
巻
チ
六
ー
三
九
一
七
原
本
三
0
0
巻
余
チ
六
ー
三
八
九
〇
訳
御
用
仰
せ
つ
か
り
…
…
、
長
崎
へ
罷
り
越
し
候
に
つ
き
」
と
あ
衛
」
と
あ
る
。
内
容
は
年
未
詳
閏
五
月
二
六
日
付
で
『史
記
』
な
左
右
が
一
部
切
断
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
こ
の
度
阿
蘭
陀
書
翻
紙
の
ま
ま
で
、
折
封
端
裏
に
「
西
村
元
信
様
長
久
保
源
五
兵
な
り
、
『日
本
輿
地
路
程
全
図
』
を
編
纂
し
た
。
本
状
は
原
装
切
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親
族
の
方
郡
宛
て
に
出
し
た
暑
中
見
舞
い
で
、
簡
単
な
内
容
で
短
と
あ
っ
て
晩
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
早
稲
田
大
学
資
料
影
印
藩
の
侍
医
と
な
る
。
本
状
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
六
月
五
日
付
で
新
春
の
発
句
を
示
し
、
意
見
を
求
め
て
い
る
。
句
中
に
「
老
木
」
ダ
医
学
を
学
び
、
浅
草
鳥
越
で
開
業
し
名
声
を
得
た
。
後
に
加
賀
藤
井
方
亭
(
-
七
七
八
'
-
八
四
五
）
は
医
者
で
、
名
を
俊
、
字
藤
井
方
亭
書
翰
江
戸
後
期
を
士
徳
と
い
う
。
伊
勢
の
出
身
で
江
戸
で
宇
田
川
榛
斎
に
オ
ラ
ン
学
関
係
の
著
作
が
多
い
。
本
状
は
年
未
詳
の
極
月
一
八
日
に
□
月
太
兵
衛
に
充
て
た
書
状
で
あ
り
、
俳
諧
仲
間
と
思
わ
れ
る
人
物
に
原
本
一
巻
チ
六
ー
四
0
0
七
り
、
用
箋
に
墨
書
し
て
い
る
、
内
容
は
明
治
三
五
年
六
月
三
日
付
で
、
帝
国
大
学
教
授
の
坪
井
九
馬
三
宛
に
、
東
京
専
門
学
校
図
書
館
で
の
英
書
購
入
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
も
の
。
松
永
貞
徳
書
翰
江
戸
初
期
松
永
貞
徳
(
-
五
七
一
ー
一
六
五
三
）
は
、
江
戸
初
期
の
俳
人
で
国
学
者
。
逍
遥
軒
•
長
頭
丸
・
延
陀
丸
•
松
友
・
保
童
坊
な
ど
と
号
す
。
連
歌
を
里
村
紹
巴
に
学
び
俳
諧
の
道
に
入
る
。
句
集
や
国
書
さ
れ
て
い
る
。
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原
本
一
軸
一
チ
六
ー
四
―
o
o
学
教
授
と
し
て
政
治
原
論
を
講
ず
る
。
本
書
は
封
書
も
残
っ
て
お
内
容
は
万
葉
仮
名
の
草
書
体
で
「き
ぬ
に
え
か
き
て
」
な
ど
と
大
学
校
講
師
と
な
り
、
昭
和
一
六
年
(
-
九
四
一
）
ま
で
早
稲
田
大
太
里
」
を
添
付
す
る
。
年
月
日
は
な
く
「
け
ふ
」
と
の
み
あ
る
。
浮
田
和
民
(-
八
五
九
＇
一
九
四
六
）
は
政
治
学
者
。
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
同
志
社
卒
業
。
明
治
三
0
年
(
-
八
九
七
）
東
京
専
門
も
秀
で
寒
葉
斎
と
号
す
。
軸
裏
に
封
う
わ
書
「
比
呂
伎
主
安
夜
画
家
。
弘
前
藩
家
老
の
子
、
孟
喬
・
涼
袋
と
号
し
、
後
年
、
画
に
浮
田
和
民
書
翰
原
本
一
通
チ
六
ー
三
九
三
二
建
部
綾
足
(
-
七
一
九
＇
一
七
七
四
）
は
、
江
戸
中
期
の
俳
人
明
治
三
五
年
重
複
す
る
も
の
は
な
く
、
相
互
の
対
照
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
の
も
の
と
全
く
同
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
文
の
も
の
。
建
部
綾
足
書
翰
江
戸
中
期
原
本
一
軸
チ
六
ー
四
0
九
九
五
大
老
の
一
人
。
関
ケ
原
合
戦
で
敗
北
し
、
周
防
•
長
門
の
二
国
正
一
九
年
(-
五
八
二）
に
本
拠
を
広
島
に
移
す
。
豊
臣
政
権
の
江
戸
初
期
毛
利
輝
元
(
-
五
五
三
＇
一
六
二
五
）
は
、
織
豊
期
の
大
名
。
天
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
（
一
）
毛
利
輝
冗
書
状
原
本
一
巻
チ
六
ー
四
一六
一
木
下
長
慮
子
書
状
江
戸
初
期
木
下
長
嘘
子
(
-五
六
九
＇一六
四
九
）
は
、
若
狭
国
小
浜
領
主
。
に
出
兵
す
る
。
関
ケ
原
の
役
で
徳
川
方
と
し
て
伏
見
城
を
預
り
な
が
ら、
任
務
を
放
棄
し
て
失
脚
す
る
。
以
後
、
野
に
下
り
洛
東
に
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
内
容
は
白
瓜
を
贈
ら
れ
た
礼
ほ
か
の
音
信
。
蔵
書
印
「
岡
村
氏
珍
蔵
記
」
が
あ
り
、
本
館
元
館
長
•
岡
村
千
曳
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
木
下
長
嘘
子
の
書
状
と
す
る
が
、
筆
跡
な
ど
そ
の
真
偽
も
ふ
く
め
状
は
折
封
う
わ
書
に
「
安
楽
庵
老
東
山
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
ん
で
趣
味
人
と
し
て
過
し
、
と
り
わ
け
歌
壇
で
名
を
な
す
。
本
若
狭
守
・
少
将
、
名
を
勝
俊
と
い
う
。
秀
吉
に
仕
え
朝
鮮
陣
な
ど
叢
書
』
三
二
巻
（
近
世
古
文
書
集
）
に
収
録
。
原
本
一
軸
チ
六
ー
四
一五
七
と
に
対
す
る
礼
状
。
チ
の
青
印
で
あ
る
。
内
容
は
見
舞
い
と
し
て
紫
革
を
贈
ら
れ
た
こ
年
未
詳
二
月
二
日
付
で
後
藤
又
一
郎
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、
署
江
戸
初
期
細
川
忠
興
(
-
五
六
三
＇
一
六
四
五
）
は
、
初
代
熊
本
藩
主
。
元
和
五
年
(
-
六
一
九
）
閏
―
二
月
、
病
気
に
よ
り
隠
居
し
家
督
を
子
忠
利
に
譲
り
、
剃
髪
し
て
三
斎
宗
立
と
号
す
。
本
状
は
折
紙
で
、
名
は
「
宗
立
（ロ
ー
マ
字
印
）」
で
あ
る
。
印
は
直
径
一
、
三
セ
ン
細
川
忠
興
書
状
原
本
一
軸
チ
六
ー
四
一
六
九
療
に
対
す
る
礼
状
。
寿
院
と
号
し
て
い
る
。
内
容
は
玄
朔
の
子
玄
鑑
が
下
向
し
て
の
診
補
済
み
で
あ
る
が
破
損
状
態
が
甚
だ
し
い
。
宛
名
の
延
寿
院
は
医
師
の
曲
直
瀬
玄
朔
の
こ
と
で
、
慶
長
二
年
(-
五
九
七
）
よ
り
延
庵
宗
瑞
」
と
あ
り
、
花
押
は
略
さ
れ
て
い
る
。
折
紙
で
現
状
は
修
六
月
二
0
日
付
で
延
寿
院
に
宛
て
た
も
の
で
、
そ
の
署
名
は
「幻
に
減
封
さ
れ
、
剃
髪
し
て
宗
瑞
・
幻
庵
と
号
す
。
本
状
は
年
未
詳
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四
老
中
。
内
容
は
将
軍
家
光
の
上
洛
に
先
立
っ
て
、
政
宗
が
上
京
切
封
う
わ
書
で
「
高
口
院
殿
」
と
あ
り
切
点
も
残
す
。
年
未
詳
で
紙
に
収
め
、
そ
の
う
わ
書
に
「
秀
忠
公
御
筆
」
と
あ
る
。
宛
名
は
守
政
宗
」
で
花
押
は
確
か
な
も
の
。
宛
名
は
「
酒
井
雅
楽
頭
•
土
本
紙
は
大
高
檀
紙
縦
四
五
横
六
0
セ
ン
チ
の
折
紙
で
、
後
補
の
包
徳
川
秀
忠
仮
名
消
息
原
本
一
通
チ
六
ー
四
七
―
二
伊
達
政
宗
書
状
寛
永
三
年
古
い
付
箋
に
「
仙
台
中
納
言
卿
」
と
あ
る
。
中
央
に
折
れ
目
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、
も
と
は
貼
込
帖
よ
り
は
が
し
た
も
の
。
現
状
は
状
態
が
悪
く
裏
打
ち
が
施
さ
れ
て
い
る
。
署
名
は
「
松
平
陸
奥
井
大
炊
頭
・
酒
井
讃
岐
守
•
松
平
伊
豆
守
」
の
江
戸
幕
府
初
期
の
江
戸
初
期
江
戸
幕
府
二
代
将
軍
秀
忠
(
-
五
七
九
＇
一
六
三
二
）
の
仮
名
消
息
。
原
本
一
通
チ
六
ー
四
六
九
六
近
衛
信
手
書
状
衛
家
一
七
代
当
主
。
一
云
貌
院
と
号
し
書
家
と
し
て
名
を
な
す
。
文
願
の
関
白
•
氏
長
者
に
な
っ
た
。
本
状
は
年
月
未
詳
二
日
付
で
主
水
殿
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
用
紙
は
薄
く
墨
色
も
弱
く
原
本
か
否
か
に
問
題
が
残
る
。
内
容
は
北
野
神
の
詩
を
添
削
し
て
返
却
を
乞
う
た
も
の
。
の
が
断
片
の
ま
ま
で
一
括
し
て
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
整
理
後
に
ほ
ぼ
年
代
順
に
配
列
し
、
索
引
を
付
し
た
。
の
も
の
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
購
入
し
た
際
に
は
個
々
の
も
坊
津
へ
配
流
さ
れ
た
。
帰
京
後
の
慶
長
一
0
年
(
-
六
0
五
）
、
念
作
製
経
過
の
詳
細
は
不
明
。
合
計
一
九
四
名
の
武
家
花
押
の
切
り
禄
三
年
(-
五
九
四
）、
秀
吉
の
上
奏
に
よ
り
勅
勘
を
蒙
り
、
薩
摩
江
戸
期
に
作
ら
れ
た
武
家
の
花
押
集
成
。
識
語
・
覚
書
は
な
く
、
抜
き
を
集
め
た
も
の
。
源
頼
朝
か
ら
柳
沢
吉
保
ま
で
で
、
ご
く
一
部
に
原
本
文
書
か
ら
切
り
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
国
か
ら
江
戸
初
期
の
大
名
近
衛
信
手
(
-
五
六
五
＇一
六
―
四
）
は
、
織
豊
期
の
公
家
。
近
江
戸
期
花
押
集
江
戸
初
期
原
本
一
軸
チ
六
ー
四
二
三
〇
寛
永
三
年
(-
六
二六）
と
推
定
さ
れ
る
。
写
本
一
箱
チ
六
ー
四
七
0
七
す
る
に
つ
い
て
の
指
示
を
仰
い
だ
も
の
。
将
軍
上
洛
記
事
に
よ
り
、
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り
、
宛
名
は
一
部
を
除
い
て
菊
亭
大
納
言
宛
で
あ
る
。
差
出
人
は
内
容
も
詠
歌
や
書
物
の
や
り
と
り
や
時
候
の
挨
拶
な
ど
で
あ
る
。
同
因
幡
守
と
な
っ
て
い
る
の
で
幕
末
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
い
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
無
年
号
で
宛
名
は
安
倍
右
将
監
菊
亭
大
納
言
家
文
書
江
戸
初
期
＇
中
期
折
帖
に
四
一
通
の
公
家
書
状
を
貼
り
付
け
た
も
の
。
裏
を
別
個
の
文
書
断
片
で
補
強
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
表
の
書
状
は
完
全
な
も
の
が
貼
り
つ
な
い
で
あ
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
(
-)
美
三
通
の
書
簡
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
装
丁
は
比
較
的
新
原
本
一
冊
チ
六
ー
四
七
―
四
に
就
い
た
。
実
萬
は
そ
の
父
で
あ
り
、
本
巻
に
は
実
萬
一
通
・
実
ら
尊
皇
攘
夷
運
動
に
か
か
わ
り
、
維
新
政
府
で
太
政
大
臣
の
要
職
の
深
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
け
継
ぐ
清
華
家
の
出
で
あ
り
、
幕
末
明
治
期
の
政
治
家
。
早
く
か
先
の
秀
忠
仮
名
消
息
と
一
対
で
箱
に
入
っ
て
お
り
、
相
互
に
関
係
三
条
実
美
(
-
八
三
七
ー
一
八
九
一
）
は
公
家
藤
原
氏
の
正
統
を
受
様
の
ご
機
婦
伺
い
と
思
わ
れ
る
。
本
状
も
年
月
日
不
詳
で
あ
る
が
、
江
戸
初
期
せ
ん
」
と
あ
り
、
宛
名
は
「
＜
ハ
う
様
ノ
御
つ
ほ
ね
」
と
あ
り
、
父
秀
忠
の
奥
女
中
宛
で
あ
る
。
内
容
は
父
で
あ
る
公
方
三
条
実
萬
•
実
美
書
簡
江
戸
末
期
原
本
一
巻
チ
六
ー
四
七
一
六
ま
よ
り
か
で
あ
る
。
横
五
三
セ
ン
チ
で
あ
り
、
包
紙
は
欠
い
て
い
る
。
署
名
は
「
は
り
右
大
臣
と
な
っ
て
い
る
。
宛
名
も
複
数
で
あ
り
、
今
出
川
公
規
ほ
名
に
よ
る
散
ら
し
書
き
の
消
息
。
本
紙
は
檀
紙
の
折
紙
で
縦
一
―
―
八
た
家
で
、
邸
内
に
菊
が
多
い
こ
と
か
ら
屋
号
と
な
っ
た
。
歴
代
が
徳
川
秀
忠
の
娘
で
姫
路
の
本
多
忠
刻
の
妻
と
な
っ
た
千
姫
の
仮
亭
家
は
鎌
倉
末
に
西
園
寺
実
兼
の
四
男
の
今
出
川
兼
季
が
起
こ
し
徳
川
千
姫
仮
名
消
息
原
本
一
通
チ
六
ー
四
七
一
三
の
装
丁
も
古
く
、
各
書
状
に
は
付
箋
で
極
札
が
付
い
て
い
る
。
菊
か
ら
本
帖
は
菊
亭
家
で
来
翰
を
整
理
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
表
紙
文
で
出
し
た
年
賀
の
挨
拶
状
で
あ
り
、
自
筆
と
思
わ
れ
る
。
飛
鳥
井
雅
章
ほ
か
の
江
戸
初
期
の
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
月
日
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ご
く
親
し
い
身
内
の
女
性
に
仮
名
多
様
で
あ
る
が
、
す
べ
て
が
菊
亭
家
周
辺
の
公
家
の
も
の
で
あ
り
、
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日
付
け
の
源
頼
貞
軍
勢
催
促
状
か
ら
建
武
二
年
七
月
二
日
の
新
田
『早
稲
田
大
学
資
料
影
印
叢
書
』
（
古
文
書
集
二
）
収
録
。
伝
え
て
い
る
。
一
巻
め
に
は
建
武
三
年
(
-
三
三
六）
二
月
み
ら
れ
、
紙
継
目
の
裏
に
は
本
人
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
の
写
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
し
個
々
の
文
書
に
つ
い
て
は
原
本
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
か
ら
の
影
写
で
あ
り
、
原
本
の
形
式
を
わ
た
っ
て
詳
細
な
指
示
を
書
き
残
し
て
お
り
、
紙
背
に
も
追
記
が
な
り
簡
略
な
写
で
あ
り
、
破
損
箇
所
も
多
い
。
幕
末
か
明
治
初
期
壱
．
弐
」
と
あ
る
。
二
巻
と
も
に
蔵
書
印
・
奥
書
等
は
な
く
、
か
装
丁
の
異
な
る
大
小
二
巻
の
巻
物
の
題
箋
に
「
諸
家
文
書
が
適
当
と
の
報
告
を
し
て
お
い
た
（
「早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
j
第
諸
家
文
書
承
安
二
＇
元
禄
八
年
（
江
戸
後
期
写
）
模
本
二
巻
リ
五
ー
一
六
二
三
本
館
で
の
署
名
は
標
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
っ
て
本
世
（
実
枝
）
や
日
野
内
光
の
名
が
み
え
て
い
る
。
順
と
異
な
る
。
年
月
と
宛
名
を
欠
き
、
包
紙
も
失
わ
れ
て
い
る
。
内
容
は
発
句
進
上
な
ど
の
こ
と
を
伝
え
た
も
の
。
文
中
に
子
息
実
原
本
一
巻
リ
五
ー
一
六
二
四
は
未
調
査
で
あ
る
。
長
文
の
仮
名
散
ら
し
書
き
で
、
そ
の
書
法
は
通
常
の
散
ら
し
書
き
関
係
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
。
一
部
に
未
紹
介
文
書
も
あ
る
が
詳
細
段
を
切
り
離
し
て
天
地
を
逆
に
し
て
貼
り
直
し
て
い
る
。
本
文
は
一
年
(-
五
四
二）
に
右
大
臣
と
な
る
。
も
と
折
紙
で
あ
っ
た
が
下
三
条
西
公
條
(-
四
八
七
'
-
五
六
三
）
は
実
隆
の
子
で
、
天
文
一
―
二
月
二
九
日
付
の
常
陸
吉
田
社
宛
の
官
宣
旨
か
三
条
西
公
條
仮
名
消
息
室
町
後
期
原
本
一
軸
チ
六
ー
四
七
二
六
名
・
時
代
・
内
容
と
も
に
共
通
点
は
な
い
。
二
巻
め
は
承
安
二
年
（一―
七
二）
ら
年
未
詳
八
月
二
六
日
付
の
宇
都
宮
孫
三
郎
宛
の
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
ま
で
の
二
六
通
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
は
常
陸
・
下
野
月
慈
信
書
遺
跡
条
々
康
永
三
年
文
書
を
調
査
紹
介
し
た
結
果
、
「
僧
正
憲
信
置
文
」
と
改
め
る
の
一
六
号
）
。
詳
細
は
同
誌
を
参
照
さ
れ
た
い
。
憲
信
は
興
福
寺
大
乗
院
権
別
当
で
あ
り
、
本
状
は
康
永
三
年
(
-
三
四
四
）
に
弟
子
た
ち
に
残
し
た
遺
言
で
あ
る
。
全
九
紙
を
つ
な
い
で
一
七
カ
条
に
義
貞
書
下
（
偽
文
書
）
ま
で
の
二
九
通
が
写
さ
れ
て
い
る
。
宛
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茂
木
貞
五
郎
文
書
天
保
年
間
（
明
治
期
写
）
本
館
所
蔵
古
文
書
等
略
解
題
（
一
）
後
に
蘭
方
医
と
な
る
。
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
「
戊
戌
夢
物
語
」
内
題
に
「
二
帝
｛
辰
筆
御
壊
紙
写
二
幅
京
都
祇
園
社
古
文
書
四
＇
五
0
)
は
江
戸
後
期
の
蘭
学
者
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
し
て
京
都
祇
園
社
古
文
書
の
書
簡
三
0
通
前
後
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
高
野
長
英
(
-
八
〇
鎌
倉
末
＇
天
正
期
（
書
写
年
代
未
詳
）
写
本
一
冊
リ
五
ー
ニ
四
四
七
「
高
野
長
英
書
簡
」
と
あ
り
、
茂
木
貞
五
郎
氏
所
蔵
の
高
野
長
英
書
写
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
部
分
的
に
朱
筆
も
入
っ
て
い
る
。
同
じ
く
編
年
史
編
纂
掛
の
用
箋
に
写
し
て
あ
る
。
題
箋
に
は
方
法
か
ら
み
て
藩
政
記
録
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
一
筆
で
丁
寧
に
謄
写
本
一
冊
リ
五
—
一
九
六
二
を
書
き
抜
い
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
等
が
な
く
書
写
年
代
は
判
然
と
し
な
い
が
、
江
戸
後
期
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
陸
奥
棚
倉
藩
主
と
な
っ
た
安
部
長
重
お
よ
び
光
重
•
長
次
に
関
す
る
幕
府
老
中
連
署
の
奉
書
を
集
め
た
も
の
で
が
元
和
九
年
(
-
六
二
三
）
五
月
の
将
軍
家
光
上
洛
の
御
供
に
際
し
て
の
老
中
奉
書
か
ら
、
貞
享
元
年
(
-
六
八
四
）
二
月
の
御
手
伝
い
参
府
の
際
の
奉
書
ま
で
の
約
九
0
通
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
も
な
く
伝
来
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
装
丁
や
記
述
録
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
な
っ
て
秀
吉
の
朝
鮮
陣
関
係
の
文
書
鮮
陣
関
係
の
文
書
と
、
全
国
に
散
在
す
る
朝
鮮
陣
関
係
文
書
が
収
あ
り
、
巻
頭
に
付
さ
れ
て
い
る
収
録
文
書
目
録
に
よ
れ
ば
、
長
重
輯
関
係
文
書
」
と
し
て
立
花
家
文
書
ほ
か
の
九
州
諸
大
名
家
の
朝
を
は
じ
め
と
す
る
肥
後
・
下
川
文
書
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
「
征
り
、
文
禄
二
年
(
-
五
九
三
）
八
月
八
日
付
け
の
加
藤
清
正
条
目
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
―
つ
は
「
征
韓
下
川
文
書
」
で
あ
箋
に
写
し
て
あ
る
。
一
五
0
丁
前
後
の
大
冊
で
あ
り
、
大
き
く
長
重
公
御
代
奉
書
目
録
江
戸
初
期
（
江
戸
後
期
写
）
写
本
一
冊
リ
五
ー
一
九
六
三
蔵
書
印
は
な
く
文
科
大
学
史
誌
編
纂
掛
と
編
年
史
綱
纂
掛
の
用
茂
木
氏
宛
の
長
英
書
簡
が
謄
写
さ
れ
て
い
る
。
豊
太
閤
朝
鮮
事
件
古
文
書
文
禄
慶
長
年
間
謄
写
本
一
冊
（明
治
期
写
）
リ
五
ー
一
九
六
0
月
一
七
日
付
け
で
御
叔
父
に
あ
て
た
長
文
の
書
簡
で
あ
り
、
以
下
を
著
わ
し
て
幕
府
を
批
判
し
投
獄
さ
れ
る
。
本
書
の
巻
頭
は
閏
八
-221-
ニ
八
）
六
月
五
日
付
の
植
田
大
夫
房
宛
の
鎮
西
探
題
御
教
書
が
あ
が
寺
院
内
部
の
経
営
文
書
で
あ
る
が
、
唯
一
、
嘉
暦
三
年
（
の
供
僧
職
補
任
状
ま
で
の
二
0
通
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
部
分
し
ば
つ
じ
図
書
課
特
別
資
料
室
）
や
朱
筆
の
入
っ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
僧
某
田
地
売
券
か
ら
永
禄
五
年
(
-
五
六
く
、
伴
信
友
が
実
見
し
た
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
の
注
二
号
に
翻
刻
紹
介
）
。
長
久
三
年
(
1
0
四
長
久
永
禄
間
古
文
書
平
安
末
＇
戦
国
期
本
館
で
の
書
名
は
標
記
の
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
―
二
月
一
五
日
付
の
―
二
月
二
九
日
付
し
ゅ
ん
ろ
く
分
量
か
ら
み
て
「
百
合
文
書
」
の
全
体
を
書
写
し
た
も
の
で
は
な
ら
「
法
隆
寺
文
書
」
と
い
え
る
（
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
第
る
。
原
本
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
で
あ
り
、
本
文
は
『
大
日
本
古
文
書
』
（
東
寺
文
書
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
原
本
一
巻
リ
五
ー
ニ
五
一
書
の
う
ち
の
い
わ
ゆ
る
「
百
合
文
書
」
を
書
写
し
た
も
の
と
わ
か
中
に
は
未
紹
介
の
も
の
も
数
点
確
認
さ
れ
る
。
巻
初
に
は
貞
享
二
(
-
六
八
五
）
し
も
良
好
で
は
な
い
が
、
各
所
に
校
訂
の
朱
筆
が
入
っ
て
い
る
。
が
約
三
十
丁
に
わ
た
っ
て
写
さ
れ
て
い
る
。
書
写
の
状
態
は
必
ず
東
寺
古
文
零
緊
初
冊
の
巻
頭
に
「
文
化
十
一
年
二
月
二
十
九
日
草
」
と
長
文
の
凡
例
が
あ
り
、
本
書
が
江
戸
中
期
の
国
学
者
伴
信
か
る
。
さ
ら
に
八
冊
め
の
奥
書
に
は
、
吉
田
篤
行
が
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
約
半
年
か
け
て
写
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
―
一
月
に
加
賀
藩
主
前
田
絹
紀
が
収
納
櫃
を
寄
進
し
た
旨
の
銘
記
が
あ
る
か
ら
、
本
書
は
東
寺
文
資
明
奉
の
院
宣
以
下
、
天
正
期
の
美
濃
国
主
斎
藤
龍
興
書
状
ま
で
友
が
京
都
の
東
寺
文
書
を
書
写
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
本
文
は
祇
園
社
感
神
院
伝
来
の
古
文
書
で
あ
り
、
鎌
倉
末
の
日
野
天
皇
・
後
醍
醐
天
皇
の
詠
草
で
あ
り
、
三
首
が
写
さ
れ
て
い
る
。
伴
信
友
は
「
吉
葛
園
竹
斎
蔵
」
と
あ
る
。
巻
頭
に
あ
る
｛
辰
筆
と
は
後
鳥
羽
竹
斎
翁
之
蔵
書
也
何
成
誌
（
朱
印
）
」
と
あ
る
。
用
箋
柱
書
に
和
銅
二
＇
江
戸
初
期
（
明
治
三
九
年
写
）
写
五
巻
」
と
あ
り
、
奥
書
に
「
此
書
者
、
勢
州
射
和
之
住
人
竹
川
る
。
詳
細
は
前
記
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。
写
本
八
冊
リ
五
ー
ニ
五
三
九
-222-
